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三春藩と富山の薬のつながりのお話をさせて頂きます。 
 

「宝暦一紀之事」 （富山県立図書館蔵） 

 元禄３年（１６９０年） 富山のクスリを全国的に有名にした事件が江戸城で起きました。 
岩代三春藩主の秋田氏様が、突然激しい腹痛起こし苦しみ、そこに居合わせた、富山

の殿様前田政甫公が、印籠からいつも持ち歩いていた「反魂丹」を取り出し服薬させたと

ころ、たちどころに痛みがおさまりました。 
それを見ていた諸国の殿様たちは、反魂丹の効きめに驚き、「是非わが藩でも売り広

めてくれ」と全国に広まったと言われています。 
三春藩のおかげで富山のクスリが全国的に広がり「富山と言えばクスリ」と言われるま

でになったのも三春藩のおかげであります。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


